
  １年で最も長い２学期も今日で終わります。皆さん一人一人の２学期はいかがだったでしょうか。 ま

ず､行事面です。２学期は２大行事がありました。体育大会は､短い練習時間でしたが､３年生の力強い

リーダーシップのもと、一人一人が主役であることを自覚し、各ブロックとも団結を深めて燃えること

ができました。文化発表会も、各学級ともいろいろな課題を克服しながら､自分たちの合唱を創り上げ

ることができ、聴く者に感動を与えることができました。 

  振り返れば、今みなさんは、これらの行事を通して、あるいは日々の学校生活の一つ一つの地道な

取組によって、協力する喜びを味わえ、友達の新たなよさも発見できたと思います。まさに、今年の

スローガン『協和』を体現してくれたように思いますし、人間的にも着実に成長してくれているとう

れしく思います。 

 では、学習面では、設定した目標は達成できたか､計画は妥当であったか､改善策はうまくいったか

を評価してみましょう。３年生は勝負の冬休みです。「成功とは成功するまでやりつづけること。失

敗とは成功するまでにあきらめてしまうこと。」という格言があります。エジソンは電球を作り上げ

るまで､一万回失敗したそうですが､｢私は実験において失敗など一度たりともしていない。これでは電

球が光らないという発見を､今まで一万回しただけだ｣と語ったそうです。諦めずに行動している限り､

確実に力が作用し､何かが変化して､結果学力が身に付いていくのです。がんばりましょう。 

  最後に生活面ですが、この２学期を振り返るとき、行事などでの皆さんのがんばり、団結力が発揮

された一方で、心ない言葉や行動を友達に向けてしまう場面がいくつかあったように思います。この

ことだけは、２学期を振り返って、皆で真剣に反省しなければならないことだと思います。 

 よりよい人間関係づくりの基本は、「相手の身に心を行き届かせ､言葉や行動を行き届かせる」こと

に尽きると思います。「己の欲せざる所は人に施すこと勿れ」ということわざがあります。これは、

｢自分が人からしてほしくないことは､人も同じように､いやだと思うはずだから､そのようなことを人

にしてはならない｣という戒めを表しています。このことを、更に私なりに解釈･発展させてもらうな

らば、｢自分がしてほしいことを人にも行っていく。｣｢自分が言われてうれしい言葉を人にも掛けてい

く。｣ということになりはしないかと思っています。大原中学校が目指してきた｢学校における人権文

化の確立｣も、このような｢相手の立場に自分を置き換えて考え、悩みや苦しみ、悲しみや願いを理解

し、一歩でも相手に近づく｣ための言葉や行動を大切にすることが土台であったはずです。｢行く言葉

や行為が美しければ、来る言葉や行為も美しい｣のです。また、相手を笑顔にする心通わせるあいさつ

も大原中の伝統です。自分からしっかりとあいさつを行っている人も増えてきました。たくさんの元

気を与えてくれています。大切にしていきましょう。来たるべき新しい年は、この大原中が｢相手を笑

顔にさせる言葉かけやあいさつ、そして行動のできる人で、一杯になってくれることを期待します。                                

１１月５日（日）に小郡市文化会館で｢おごおりっ子からのメッセ

ージ｣が開催され､本校からは３年２組の花田絢香さんが大原中学

校の代表として、主張を行いました。「誰かのためにできるこ

と」と題して、自身のヘアドネーションの経験を通して実感した

誰かのために行動することの大切さについて、思いを語ってくれました。そのまっすぐな訴えは大き

な共感を呼び､満場の拍手が送られました。 

11月1１日（土）に大原中校区「人権

のまちづくり」主催によるリバティフェ

スタが開催され、本校も土曜授業として

参加しました。体育館を使用し、従来通

りに行うリバティフェスタは、４年ぶり

となりました。午前中がステージの部

で、午後が出店・展示・体験の部の２部構成で行われました。ステージの部では、大原中学校の吹奏

楽部や合唱部、大原小学校３年生発表、東野小学校６年生発表、三井高校福祉教養コースのパフォー

マンスが行われ、生徒のみなさんの聞く態度も実に見事でした。午後の出店・展示・体験の部も含め

久々のリバティフェスタを、参加者の多くが楽しんである様子が見受けられました。一人一人がフェ

スタで受け取った思いや願いを自分自身にくぐらせ、平和の尊さや、自分そして他の人の人権を守る

ことの大切さについて学びを深めることができたように思います。また、多くの「つながり」が芽生

えた有意義な時間であったと思います。 

リバティフェスタを支えてくれた生徒実行委員、会場やテントの設営を手伝ってくれた部活動、音

響を担当してくれた機械係、素晴らしいパフォーマンスを行ってくれた吹奏楽部や合唱部など、様々

な人たちの協力のおかげで、充実した一日となりました。ありがとうございました。 

この２学期、様々な団体が募集した作文コン

テストや詩、音楽創作コンクールなどでうれ

しい入選･入賞が相次ぎました。いずれも、作者の確かな主張や内容、感性が高く評価され受賞したも

のです。右にまとめて紹介します。よくがんばりました。おめでとう。 

数々の入選・入賞 おめでとう ！


